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1『オ ス トロ ミー ル 福 音 書 』 のIncipit
－ その種類と特徴をめぐって一
岩 井 憲 幸
1.本 稿 は,ロ シ ア 最 古 の 文 献 の ひ と つ と 目 さ れ るrオ ス トロ ミー ル 福 音
書 』(OcTpoMHpoBoeBaHre"ue,1056-1057.以下Ostrと 略 記)の 中 に
あ らわ れ るincipitにつ い て,そ の 種 類 お よび 特 徴 と,こ れ に 付 随 す る 若 干
の 事 柄 に つ い て,述 べ た も の で あ る 。
テ ク ス トは 次 に 掲 げ る2本 に 依 っ た が,最 終 的 に は2)の フ ァ ク シ ミ リ版
に 依 っ て い る 。
、1)A.Vostokov,OcTpoMHpoBOeBaHre刀ie1056-57roAa,Cn6・
1843(reprinted:MonumentaLinguaeslavicae,t.1,Wiesbaden
1964).
2)OcTpoMHpoBoeBaHrenMe1056-1057,JleHHHPPazz・1>iocKBa1988・
な お,次 のKOzlovskijの補 訂 表 も利 用 した 。 これ は 彼 の 論 文(参 考 文 献2
を 見 よ)末 に 付 され た 上 記VostokOv刊 本 に 対 す る補 訂 で あ る。
3)M.Kozlovskij,npuao>KeHieofieqaTρKas,BKpaBmHxc只Bs
va3AaHieOcTpoMxpoBaEBaHreJlifi,HaneqaTaHHoeBs1843
roAyA.BocToKoBNM5.H3cnbAoBaHieos3HKbOcTpoMMpoBa
EBaHre∬ifl,1885.pp.119-127.
2..』OstrはPシア最古の文献であ るが,同 時 に古代教会 ス ラヴ語(OCS)の
資料 として も重 要な役割 を にな ってい る。ただ しOstrは,一般 的 にはOCS
のcanonには含めない。時間的には11世紀 とい ういわゆ るVanWijkの線
び き内 には い りなが らも,言 語的 には鼻母音 の消失等 々いわゆ るmsizmが
認 め られ るか らであ る。 したが って,Ostrは通常OCSの ロシアにおける
く地方的変種〉すなわ ちslavonrusseの文献 と分類 され ている。
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2しか しなが ら,テ クス ト内でのrusizmを厳格 に認知 した 上 で あ れば,
OstrをOCSの 他の 文献 なみ に取 り扱 うこともまた可能 のはずで ある。す
なわ ち,時 間的 な枠内 において,他 のOCS文 献 と並 行 して,テ クス トを観
察す る ことはで きるであろ う。他 のOCS文 献 が,文 献 学的 に写本作製 の時
と所 を推定 されて いるの に対 し,Ostrはそれ 自体のnocnecneBvae(colo'
phon)によって,1056-1057にロシアで作製 された ことが 明 らか に され てい
るか らで ある。この点は看過 で きぬ事実 であ る。
3.Ostrは,ロ シ ア語 でanpaKoc,ラ テ ン語 でevangeliariumと称 され
る典 礼 用福 音 書 抜 牽 で あ る。 今 日 レニ ン グラ ー ドの サ ル テ ィコ ブ=シ チ ェ ド
リン公共 図 書 館 に蔵 され て い る。 用 紙 はparchmentを用 い,大 き さは ほぼ
横30×縦35cm1)。全 体 で294葉。 この うちanpaKoc本文 は2rectoから294
rectoまで に あ るが,1rectoは 白紙 で,左 上 方 に16世 紀 の 筆2)とされ る
〈』iξ 。。輌,K。 。5。P、K;〉な る,カ"つての所嚇 所を暗示す 蒔 き込
み が み られ る。1v,87v,126rには そ れ ぞ れevangelistのヨハ ネ,ル カ,
マ ル コが 細 密 画 に よって 描 か れ てい る(マ タ イの そ れ は 存 在 しな い)。 また
57r-v,87r,88v,125r-v,126vは白紙 で あ る。
本 文 は 左 右2欄 よ りな り,使 用文 字 は 大 文 字 のuncialis体キ リル文 字 で
あ り,今 日同 様,各 文 字 下 端 を 界 線 にの せ て 書 い て あ るa)(界線 は いわ ゆ る
白界 だ が,ブ ァ クシ ミ リ版 で も見 る こ とが で き る)。
各pericope冒頭 で は,金 ・赤 ・青 ・緑 な どの 色 を 用 い た 華 麗 な装 飾 文 字
が 用 い られ てい る。 これ は 大 きさ も さ る ことな が ら,界 線 か ら下 方 に い ち じ
る し く凸 出 し,さ な が ら界 線 にぶ らさが っ てい る観 が あ るが,い ず れ に せ よ
聖 書 写 本 の 伝 統 上 にあ る様 式 で あ る。 全 体 にわ た っ て さ まざ ま な 句読 記 号 が
み られ るが,書 き方 は い わ ゆ るつ づ け 書 きで あ る。 なお,3aronOBκM,Ka'
刀eHAapbは中 字 のuncialis体を,nocAecnoBHeは細 字 の そ れ を用 い て い
る。
294r第2欄 か ら294v第2欄 まで,Grigorij4)なる人 物 めllocAec"oBHe
が 付 され て い る。
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34.こ のnocnecnOBHeにょって,Ostrの製作 年代等 が判 明す ることは上
述 したが,今 その うち重要 な箇所 だけを 引用す る。Uncialis体細字で記 さ
れ ているが,印 刷の関係 上,現 行 ロシア文字 大文字 を も って 慣習的 に 翻字
し,か つ分か ち書 きに して引用す る。[]内 はその拙訳5)あるいは,文 の補
いを示 す。
1)写 本 の作製 年時については次の よ うにあ る。
。)n。qAx'b'>KEEnMCATH.B6品.。S.i5.Bn.A
e守__一_
,OKOHbgAXbEBbA'b[・ ≠S・]Φ[・]艮E[・]6)(294b)7)[[わ
た しは]こ れ を6564年に書 き初 め,こ れ を6565年に[書 き]終 えた 。]
天 地 開聞 暦 の6564年お よび6565年は,そ れ ぞ れ西 暦1056年お よび1057年に あ
た る。 先 を 読 み す す む と さ らに製 作 時期 の 詳 細 が判 明 す る。C6_T
b)HOqAXI)>KEnMCATレ1・MUA・OKTA・KA・HAHAMA・　 む 　
M刀APMOHA・AOKOHbqA・MLIA・MAI41A・Bl)・BI・HA
?。
nA・EnMΦAHA.(2949)[[わ た しは]イ ラ リオ ンを 記 念 す る10
月21[日]に 書 き初 め,エ ピ フ ァン を記 念 す る5月12[日]に[書
き]終 え た 。]
2)写 本 の 作 製 者 お よび 写 本 が 誰 の ため に書 か れ た か につ い て は 次 の よ う
に あ る 。
HF。
c)A3brPHFOPMレ1AMIAKO・HAIII4CAX1)Ey刀MEE・(294
g)[わた しは補 祭 グ リゴ リイで あ る。[わ た しが コ この福 音 書 を書
きあ げ た 。]
ト
d)HAHMCAXb>KEEyJIレIECE・PABOyB>Kl・IK)HAPEqE・
【sic]
HOyCi枯 山PyB三bKP田 、EH剛4HOCHΦ1)・AMHPbCK1)1
0CTPOMMP"b・8)(294b)⊂[わた しは]こ の 福 音 書 を,洗 礼 にお い
て ヨ シ フ,俗 世 で は オ ス トロ ミル と名 づ け られ た神 の僕 の ため に,
書 きあ げ た 。]
オ ス トロ ミール は,当 時 ノ ヴ ゴ ロ ドの 大 守(nocalEHvaK)であ った。c)の 条
下 に は彼 の 類 縁 関 係 を 示 す 記 事 が 続 くが,こ こで は割 愛 す る9)。c)を文 字 通
りに解 す れ ば,補 薬 グ リゴ リィがOstrす べ て を書 写 した と読 め るが,研 究
者 た ち は、写 本 のcopyistを複 数 とみ て い る。Durnovoio)などが 言 うよ うに,
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?写本 の大部分は グ リゴ リイの手 に帰す る ことが で きるか もしれ ないが,む し
ろ彼 は このcopyist集団の主た る者 にあたる立場で あ ったのであろ う。
以上か ら,Ostrは,補祭 グリコリイらのcopyistたちに よって,1056年
か ら翌57年11)にかけて,ノ ヴゴ ロ ドの大守 オス ト ミール のために,作 製 され
た写本であ ることがわか った。作 製地 につい ては,ロ シアの どこか,す なわ
ちキ エ フかあ るいは ノヴゴロ ドか,判 別すべ き証拠 がな く,い まだ に決めが
たい とされ るi2)。`また,原 本 は伝 存 しない。Ostr内部の言語的特徴 か ら,
おそ らく東部 ブル ガ リア起源 の写本 であ った と推定 さ れ てい る。(言語的特
徴等 の問題 お よび原写 本が ひ とつかそれ以上か につ いては第15節を見 よ。)
5.要 約すれば,わ れわれの テ クス ト操作上お さえてお くべ きは次の 点であ
る。広義のOCS文 献 と してのOstrは,11世紀 のキ リル文字文献 で あ り,
写本作製地 は ロシア,テ クス トの主た る部分がキ ュ リロス=メ トデ ィオス期
(すなわちOCSの 古 い層)に 起原 を有 す るものであ るとい うことであ る。
6.本 題 に移 る。OstrがanpaKocで あ る以上,pericopeが福 音 書 本 文 の
途 中 か ら引 か れ ては じま る場 合,当 然 の ことな が ら,incipitが出 現 す る こ
とに な る。 例 え ば,4bの 本 文 冒頭 は次 の よ うに あ る。
Bl)OHOBP勺IWA・nETPI)B1)CTABI)・TEqEKI)rPOBoy
[その 時,ペ テ ロは 立 ち 上 が って 墓 へ 駆 け て 行 き,]
これ は福 音 書 のL24.1213)に相 当す るが,今 ゾ グラ フ ォス写 本(以 下Zo)14)
に ょれ ばL24.2は 次 の よ うで あ る。
'11ETP'b)KEBT
)CTABbTEqEKI)rPOBOy・
[だが,ペ テ ロは 立 ち上 が っ て墓 へ 駆 け て行 き,]
つ ま りこの場 合,福 音 書原 文 の 《X〈E>が削除 され,anpaKocのOstrで
は,<BbOHOBP'BMA>と い うincipitが付 加 され るわ け で あ る。
7.《通常,ギ リシ ア語 福 音 書 日課 等 に お い て,incipitとして用 い られ る も
の は 次 の6種 で あ る。
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IncI:
IncII:
IncIII:
IncIV:
IncV:
IncVI:
福音書か ら.の抜葦に際 し,
用 され る。
5
τψ、καZρφ εκεん禦[そ の 時]
εiπεvδ κv'ρeogroεgEαvτooμαθηταな[主 は お の れ の 弟 子 た ち
に 言 わ れ た]
ε2πεvδrc6ρeegπρδ9SληZvθ6ταs・πρbgabrbv'10vδintovg[主は
彼 の も と に 来 た ユ ダ ヤ 人 た ち に 言 わ れ た]
ε2πεVδ κU'ρeogπρδ9τOU'9rcεπtaτsvrc6τα9αbrip'10Vδαlovg[主
は 彼 を 信 じ た ユ ダ ヤ人 た ち に 言 わ れ た]
ε2πεvδ κ6ρωc[主 は 言 わ れ た]
ε2πεVδrCU'peo{}τ加 παραβOλllPτα6τηV[主 は こ の た と え を 語
ら れ た]
原 文 のcontextを 汲 ん だ 上 で,こ れ らが 適 宜 使
8.Ostrに つ い てincipitを調 べ て み る と,上 掲 の6種 す ぺ1'(があ らわ れ
て い る こ とが わ か る。例 え ば次 の よ うで あ る。
IncIの例:Bl)BPちMAOHO・IIPH,ZLEHωCHΦ ち 、OTbAPM・
MAOEIA・(17b)[その 時.ア リマ タの ヨセ ブが 来 て,]
IncIIの例:PEqEfEcBoMMboyqEHMKoMbBblI(三cTE
CBSTbBbCEMOYMHPOY(212g)[主 は お の れ の 弟 子 た ち
に言 わ れ た 。「あ な たた ち は全 世 界 の光 で あ る。]
IncIIIの例:PEqE下E・K'bnPH皿16五 玉IUHHM1)KbH陀MOy
MOyAEOMI)丑OHb丑E>KE.CB'BT1)Ml>SAATE・B'BPOy・・
14TEBI)CBおTb・ 丑ACblHOBECB'B・TOyBMAETE
(43b)[主は 彼 の も とに 来 た ユ ダヤ人 た ち に 言 わ れ た 。 「光 の あ
る間 に光 を信 じて,光 の 子 に な りな さい 。]'
IncIVの例:PEtlE苗 ・Kl)BちPOBAB〔b田PtMMI)K6HK三MOy
HOy丑EO]WT)ALUEB1)InPSBM双ETEBI)CJIOBECH
MOEI》1b・'(28g-29a)[主は 彼 を信 じた ユ ダヤ人 た ち に 言 わ れ
た 。 「もし あな たた ちが わ た しの こ とば に と ど ま ってい れ ば,]
IncVの 例:PEqE〒 石・M>KEXO田 〔ETbnOMI)H'BHTM・(131
g)[主は 言 われ た。 「わ た しにつ い て来 た い もの は,]
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6IncVIの例:PEqErb・HPVaTbqiK'CMHIiSq"KOyH'BKOre・
MoyBorAToy・oyroBb3Hc▲HHBA・(104b-v)[主
は この た と えを 語 られ た。 「あ る金 持 ちの畑 が 豊作 で あ った 。]
9.テ クス トに即 して見 て ゆ くと,InCIに 相 当 す る もの に,Ostrで は,
<Bl)OHOBP'BMA>と<B〔bBP㌻MAOHO>の2種 が 認 め られ る。 こ
の場 合,語 順 の 異 な りだ け で意 味 の違 い は ない とみ てお くが,こ の よ うな 語
順 の異 同等 に よるincipitめvariantとも い うべ'きも のが,IncIIに も計
4種 存 す る。 この場 合 も,こ れ らのvariantは全 体 と して 意 味 上 の変 化 は
な い 。 また,IncIII㌻VIに はvariantが存 しな い 。 さ らVc'lnc"1～IV以
外 に,incipitとして用 い られ た 別 種 の例 も存 す る(後 述)。
Ostrのincipitにつ い て,上 掲 の分 類 を も と と し,語 順 等 の異 同 のみ に
注 目 して,今 か りに,次 の よ うな 下位 分 類 を ほ ど こ して お く。
IncIa:Bl)OHOBP'BMA
IncIb:BbBPおIMAOHO
IncIla:PEqErbCBOKMI)OyqEHMKOMb'
IncIlb:PEqErbOyqEHレIKOMI)CBOHMb
IncIIc:PEqErbKl)CBOHIW玉OYgEHVaKOMb
IncIld:PEqEr〒石Kl)OyqEHMKOMbCBOH]W七
IncIII:PEqEFbKl)RPレ1田bM)田 レMiM1)KbHIG]∨SOyHK)・
双EOMb
IncIV:PELIErbK"bBちPOBAB1)HJHHMbk玉HEMOyMK)・
AEOMb
IncV:PEqErb
IncVI:PEqEFbrlPl4T1)t{品Cl4}iK
10.前節 のvariantを含 め た 分 類 に従 ってOstrのineipitを調 査 分 類 して
み る と次 の よ うで あ る。 第1の 数 字 は度 数 を示 す 。anpaKocとい う性 質 上,
同 一 のverseが 重 出 し て も,各 々1回 と算 定 す る。 次 段 に 出現箇 所 を 列挙
す るが,α)はpericope本 文 中 に,β)は3aronOBKMと ひ とか た ま りの中
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7字 に よ る 文 中 に 存 す る こ と を 示 す 。
Incla:18
`α)4b6a7v
β)263v265g
IncIb:146
α)'17b18V25b
60b63a639
71b72b73a、
86v89a89a
102a102v
113v1149
133a134v
176v'1791)
・tt;194b1949
217b219b
235v248b
264a266v
284v286g
.β)204v207a'1
23292449
2719274g
『282
g'283a
288v288v
IncIIa:18
α)12ゴ
231g
β)263b
IncIIb:2
α)83b104g
∴β),な .し
'l
ncIIC・:2、
α)155b164a
899v・11916a22g『28g・29092929
269b272a28192829294b
1039
127a
135b
181b
196a
222b.
254a
272a、
2889
207a
262g.
276a
283b
288v
34b38a
64965b
73976b
90v92b
105b
128a
136v
1849
208a
2329
256b
276b
2899、
216b
263a
276a
283b.
2899
41a
66a.
769
93b
109a
129a
140b
1879
209a
236b
260a
274g
218v
263a
276a
283v
290v、
:44a.F47a
66968b
77979b
95v98b
109V110v
12991319
143b1529
189b191b
210v211a
2399243a
260v261b
281a282a
225g'
263bi
2809
286b
290v
52a
699
81v
999
2269
263v
281v
286b
21997g.2129214v218g.224a
2349244a266a・271a273v
265927◎g"
53a
70v
82v
'
ユ00b
112a
132b
1549
193a
2119
2449
262b
283v
228a
2639
282v
286b
2249228v
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8β)な し
InclId:11
q)・45v・46b48b49b50b51b58g:115v116g
』β)212
9218b
IncIII:12
a) .13att13g・、14v20bI21a27b28a'32g・35b36a
37a...43b
β).な し
IncIV':4.
a>19b.20a.:24a'.28g
・β)1な し
IncV:・77
a)55v59v,60961967v68991996v106a
112911991219122b1239131v146v
215a221v2269229b230v2339272g
111v
213v
285b
β)218a
234v
271a
274v
282v
286a
289v
218b
254a
271v
274v
2829
286a
2899
218v
263a
272a』
276a'
2829
286b
2189
263b
272a
277b
283a
286b
222b
263b
274a
2809
283a
286v
222b
269b
274b
2809
283v
286v
2269
2709
274b
2819
283v
286g
228b
2709
274b
282a
286a
288b
IncVI:19
α)
β)
75a78v80v84a85V94b
114b116b『1179227a238b
2259228b252v
104b107a1079
2409267g
11.さて,IncIとIncIIに おい て,な ぜ上 の よ うなvariantが生 じる
のであろ うか。前述 したが,こ れ らの間には語順 の違 い,あ るいは前置詞 の
有無 の差だ けで,全 体 の意味 に変化はない。
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9IncIに お い て,IncIbが 数 に お い て圧 倒 的 で あ る こ とに,何 か 意 味iが
あ る の であ ろ うか 。Inc・IIにお い て,IncIlaとIncIIdが,IncIlbと
IncIlcに比 し,数 にお い て きわ だ って 凌 い で い る の は,ど の よ うな こ とを
意 味 す る の であ ろ うか 。
IncIお よびIncIIに 限定 す れ ば,例 は少 数 だ が,pericope本文 で あ れ
ば別 の箇 所 に同 一 のverseが あ らわ れ る場 合,同 一 のincipitをと る'こと
が 認 め られ る。 例 えば,IncIbで は,53aと210v,86vと1149,105bと
236b,171bと194b,193aと272a,196aと219b,2329と;282a。lnc
Ilaでは,i2129と228vの1例 。 た だ しpericope本文 α)と上 述 β)で あ
らわ した箇 所 で,同 一 のverseが あ らわれ る場 合 は ・incipitがこ とな る こ
とが あ る。 α)の181b,281a中 と 同 一 のverseを 含 む β)の294b,272a
は,前 者 がIncIbで あ るの に対 し,後 者 はIncIaで あ る。 また α)の115v
が.lncIld,さらに 同12vがIncIIaで あ る の に対 し,前 者 に は β)の2659・
2709でと もにIncIlaと な っ て お り,後 者 に は β)218bがIncIldを と
って い る。 ・
IncIaとIncIbに つ き,同 一 意 味 で あ る とす れ ば,な ぜ 前 者 は,お お
まか に 言 ってOstrの 比 較的 最 前 部 と最 後 部 に集 中 し,後 者 が ほ ぼ 全 体 に わ
た って分 布 して い る ので あ ろ うか 。 、
これ らの種 々 の疑 問 に対 し,Ostr内 部 の 観 察 だ け で は,解 答 を ひ きだす
ことが で きな い よ うに 思 え る。 異 な った 語 順 あ る い は前 置詞 の有 無 に よ っ,
て,当 該 の表 現形 式 は お お よそ の意 味 に お い て 変 化 は な い が ・ ニ ュ アン ス に
微 妙 な 差 違 が 生 じる だ ろ うこ とは 考 え られ る。 しか し,同 じ意 味 のincipit
内 で,別 々のvariantを選 択 しな けれ ば な ら な い,そ の よ うな あ る種 の規
準 が は た して存 在 す る ので あ ろ うか 。
12.こ こで,内 容 の性 質 の点 でOstrに 近 いOCSの 他 の 文 献 を 見 て み た
い 。 時 間的 ・空 間 的 に近 い写 本 は,rサ バ の書 』(以 下Sav).15)であ る。
Savは キ リル文 字文 献 のanpaKocで あ り,時 期 は11世紀,所 は東 ブル
ガ リアで作 成 され,そ の言 語 は キ ュ リ ロス=メ トデ ィオ ス期 に 属 す る と され
る16)。元 来200葉ほ どだ った と推 定 され るが,現 存 す るの は129葉で あ る。
Savのincipitを調 査 す る と,Ostrと は こ とな って,次 の よ うに 出 現 す
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るincipitの種 類 が 少 ない 。 種 類 と出現 度 数 を 次 に示 す。(な おIncIaで
は<Bl)OHO>だ け で あ らわれ る場 合 も,《B1)OHO[BP6MA]〉 とみ な
して,度 数 に 加 え た 。)17>
IncIa:78
1ncIla:17
1ncIlb:2
1nbV:25
1ncVI:14
Savで はIncIb,IncIlc,IncIld,IncIII,IncIVは,現存 の部 分 に
は存 在 しな い 。
われ われ の 当 面 の 問 題 で あ るIncIとIncIIに 関 して,Savと の か か
わ りあ い に お い て は,目 下,次 の2点 を確 認 して お くだけ で よい。
1)Savで はIncIに つ き,IncIaの み が 使 用 され て い る。 す な わ ち
<BbOHOBP'BMA>だ け で あ っ て,<B1)BP'IBMAOHO》は ま
った く用 い られ て い な い。
2)Savで は,IncIIに お い て は,前 置詞 を用 いな い形,す な わ ちInc
IlaおよびIncIlbの み が 用 い られ て い る。
OstrとSavが 同 時代 か つ 同 種 の文 献 に して は,SavがOstrに 比 して,
あ ま りに も単純 で あ る とい う印 象 を ぬ ぐい きれ ない 。 お そ ら くSavはan・
paKocあ中 で も,後 述 す るAssやOstrの グル ー プ と は か けは な れ た グ
ル ー プに 属 す る ので は な か ろ うか 。
13.次に グラゴル文 字文献 まで さかのぼ ってみたい。
OCS文 献 においては一般に.使 用文字 に よって写本を2種 に大別す る。
グ ラゴル文字を使用す る写本 を グラゴル文字文献,キ リル文字 を使用す る写
本をキ リル文字文献 と称す る。 この類別 に関 して もっとも重要 な点 は,概 し
て前者 が,後 者 よ りもOCSの よ り古い層を代表 す る も の だ とい うことで
あ る。
ここで は 『ア ッセマ一 二写本』(以下Ass)18)に目を転 じる。
Assはグラ ゴル文字文献 のanpaKocであ り,10-11世紀,マ ケ ドニアで
作製 され,そ の言語 はキ ュリロス=メ トデ ィオス期 に属す るが,む ろんキ リ
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ル 文 字 文 献 よ りも,い っ そ う古 い 層 を 反 映 して い る。 これ は動 詞 の アオ リス
ト形 な どを 一 見 す るだけ で,容 易 に気 づ くこ とで あ る。 全158葉 。 現 在 ロー
マ の ヴ ァチ カ ン図 書館 に 蔵 され て い る19)。
さて,Assを 読 ん で ゆ くと,以 下 の よ うにincipitの種類 の 大部 分 が登 場
して くる。 出現 度 数 と と もに 示 せ ば次 の よ うで あ る。(Assで も,Sav同 様,
<BbOHO>の 場 合 が しば しば 見 られ るが,こ れ も くB五 〇HO[BPも ハ4A]》
とみ な して,度 数 に 加 え た 。)20)
IncIa二133
1ncIla:29
1ncIlc:4
1ncIld:2
1ncIII:13
1ncIV:3
1ncV:32
1ncVI:15
*以 上 の ほ か に,IncIIaとIncVIの 複 合 形 と も言 うべ き形<PEqE
rbCBOHMbOyqEHIKOMI)nPIT《qiKCII£il>が1例,ま た
IncIIIの単純 化 形 とも 言 うべ き<PEqErbKbMK)AEOM'b>が
1例 で て くる。IncVIに は 〈PEqErbnPITtq品〉 の み の 形 が2
例 あ る。
上 で 明 らか な よ うに,1)IncIbは,Savの 場 合 と同 様,Assで もま っ
た く出 現 しな い。 また,2)IncIIに つ い て は,IncIlbがAssに は ま っ
た く存 しな い 。
こ こで は,1)に つ い ては 後 述 す る と して,2)に つ い てOstrお よびSav
と の関連 で 考 え てみ た い。
14.次に掲 げ る表 は,福 音書 中の 同一のverseがanpaKocに導 入 された
場 合,各 写本 においてIncIIのどのvariantが実 際に用い られてい るか を
示 した もので あ る。丸 印に よって該 当す ることを示 し,丸 の数は度数 を示す
こ ととす る。
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Inclla Incllb IncllC hclld
Ass SavOstrAss SavOstrAssSavOstrAssSavOtsr
Mt5.14*ooOo ○○
10.16○ ○ ○
10.32○ ○ ○
1L27 ○ ○ ○○
13.24*○
24.34 O ○ ○
24.36 ○ ○
24.42 ○
1
26.2 ○ ○ ○
Mr8.34 ○
L8.16 ○
9.23 ○
10.16○ ○ ○
10.19 ○ ○ ○ ○
11.5 O ○ ○
12.2 ○ ○
12.12 ○
20.46 ○ ○ ○○ ○
21.12 ○ ○ ○
21.19000
J3.13 ○
3.16 ○ ○ O
12.24 ○
13.31 ○ 、 ○ O
`
、
14.1 ○ ○
14.10○○ ○ ○
14.21 ○
14.27 ○ ○ ○ 、
15.5 ○ ○
15.9 ○
15.17○○ ○ ○
16.2 ○ ○ ○
16.15 ○ ○ ○
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16.23 ○ ○
16.24O
17.18 ○
*Mt5.14:Ass《PEqErbCBOHA1[1)OyqEHHKOM5]〉;Mt
13.24:Ass《PEqErbCBO"MlbOyqEHIKOM1》rlPITttlM
CIHYS>各1例を含 む 。 またL20.46に お い て,AssはEditorが<L
20.46>と指 示 す るが,'<L20、45>の後 半 部 分 とは解 さず,IncIlaと
み なす 。(cf.Zog(L20.45):[…]、PEqEKfbOYqEHKOMb
CBOtMb・MarもZogに 同 じ。)
上 掲 の表 か ら次 の こ とが 言 い うる。
a)Assに お い て,IncIIaが 支 配 的 で あ る。
b)Assに お い て,IncIIbが 存 在 しな い 。
c)Assに お い て,IncIld,IncIIcは少 数 で あ る。
d)Assに お い て,同 一 のverseが重 出 す る場 合,'OStrで認 め られ た
よ うに,同 一 のincipitをと る傾 向が 認 め られ る。
e)IncIlaに お い て,AssとSavとOstrの3者 が,あ る い はAss
とSavの み が,あ る い はAssとOsttの み が,同 一 のverseで
同 一 のincipitを一 致 して有 す る場 合 が,か な り認 め られ る。 これ
は 偶 然 で は な い ので は な い か。
以上 か ら,次 の 推定 が な りた つ。
1)本 来IncIIの ドミナ ン トはIncIlaで あ り,他 は そ の ご くまれ な
variantでは な か った か。 す な わ ち,ギ リシ ア語 テ クス トのIncII
《εiπεvδrcu'peagτoεSξavτoopαθηrαeg>は,OCSテ クス トで はInc
Ila<PEqErbCBOMMI)OYqEHVaKOM'b>で 訳 され る こ とが
普 通 で あ った 。 この場 合,語 順 も同 一 で あ り,OCSに お い て前 置
詞 も用 い られ な い 。 こ の ギ リシ ア語 の 言 い まわ しは,こ の ま まOCS
の言 い ま わ しと抵 抗 な く,言 いか え る こ とが で きた ので は な い か。
2)各verseに よ っ て,こ れ に付 加 され るincipitは本 来 決 ま って いた
の で は な い か 。 換 言 す れ ば,各verseへ のincipitの付加 は,初 原
的 な ギ リシ ア語和 本 か らOCS原 本 へ の翻 訳 時 で の 言 い まわ しを そ
の ま ま固定 して踏 襲 す る とい う伝 統 が 存 在 した の で は な いか 。
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1)で述 べ た ギ リ シ ア語 か らOCSへ の 言 い か え の 無 抵 抗 さ と い う も
の は,IncIII・IncIV・IncV・IncVIに も あ て は ま る の で は な
い か 。 す な わ ち,
IncIII<afπ・・ δ 吻 ・egrtρbgεληλve6τα9πρδgaあτδ・'1・・δCtl・ゆ:
<PEqErbKl》nPldlllb丑b皿IHI4]M'bKl):HK∋MOY
HK)双EOM1)>
IncIV<・～π・yδrcbp・・gπPδ9・τ・bgπSπeσrεvrc6rag'ctOrip'1・・δα1・g>:
<PEqErb;KbBBPOBABb皿Mレ1Ml)KbHreMOY
レ1K)瓜EOM1)〉.,
IncV〈 ε2πεvδrcv'peos}〉:<PEqE函>
IncVI<ε2πεvδrcv'Pto9τカリ παραβαλ加rcrv'τηy>:<PEqE了 石
nPMTbgElliCMHK》
IncIVの場 合 を除 け ば,他 は 語 の機 械 的 置 き換 え とい っ て よい ほ どで あ る。
お そ ら く,そ れ でOCSの シ ン タ クスに もか な っ て いた一の で あ ろ う。IncIV
に つ い て は くπρδgτobgπεπzστεoκ6ταcαbmp》の 部分 が<KT)B6POBABb・
田 川4MbKちH陀MOY>と な っ て お り,OCSの2番 目の ・《Kb>はOCS
で の付 加 とい うこ とに な る。 こ こで は どの よ うな原 則 が働 い た の で あ ろ う
か 。<B'BPOBATId>は通 常,<与 格 》 を と るか あ るい は 〈Bb+対 格 〉 を と
る。 た だ し・ 対 象 がanimateの場 合,〈HA+対 格 〉 あ る い は 〈Kb+与 格 〉
を と る こ とが あ る。 このanimateであ る とい う要 件 が 働 い て,ま たIncIII
と形 式 を 揃 え る・ あ わせ て 口調 を 整 え るた め に第1の<Kb>と 同 じ 《Kb>
を 再 び入 れ た もの な の で あ ろ うか21)。不 明 で あ る。
15.前節 の推 定2)に 関 連 す る.ことを こ こで 述 べ て お きた い。
Ostr52a-bには次 の よ うに あ る。
B1)BP'BMAOHO・Bl)3BEM)MICbOqHCBOI4HAOyqE・
HMKblPEgEIAKO)1〈ET3)1MAO可EROCI)JIABI)MllPb・
HA3bnOCbnAXbthB1)BbCbMV4Pl)[そ の時 ,イ エ スは お
のれ の 目を 弟 子 た ち に[向 け て 見]あ げ て言 わ れ た 。 「父 よ,あ な た が
わ た しを この世 に遣 わ され た よ うに,わ た し も彼 らを全 世 界 に遣 わ し ま
した 。]
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い うまで もな く,こ のverseはJ17.18であ る。 しか し,incipit以下J
17.18につづ く途中 の文章 は,福音書 の本文か らいち じるし く逸脱 してい る。
福音書 の この条 は,イ エスが天に向か って弟子たちの守護 と聖別 とを祈 る箇
所 であ る。 それが,な にゆ え,〈弟子たちを見あげて〉 と言わなければ な ら
ないのか。四福音書 中,イ エ スが弟子たちを見 あげ ると言い うる場面 はただ
ひ とつあ るにす ぎない。それは,過 越 しの祭 りの前,イ エスが弟子たちの足
を洗 う場面であ る。すなわ ち,J13.4から同12であ る。 ここで イエスは夕
食 の席か ら立 ちあが り,上 着を脱 いで,手 ぬ ぐいを取 る と腰 に まき,た らい
に水を入れ,弟 子たち の足を洗 っては手ぬ ぐいでふいてゆ く。そ してペ テ ロ
の順 にな る と,ペ テ ロが これを拒んで言 う。 これに対 し イエスは答 える,と
い う内容 である。 したが って,聖 書本文 に明記 されてはいないが,状 況的に
は,イ エスが く弟子たちを見あげて〉言 う箇所は,こ こであ ろ う。だがOstr
52a-bのイエスの ことば は,弟 子た ちに 向け られた ことばではない。「父 よ」
と言 ってい るのであ るか ら,〈天上 の父〉へ 向けた ことば であ り,内 容 もま
た聖書本文が これを証す る。なぜ,こ の よ うな矛盾が生 じるのであ ろ うか。
ところが,Sav140bにはOstrの上掲文 とほぼ 同一 の文が・次 の ように
途中 まで出 て くるのであ る。(AssではJ17.18が存す るが・pericope冒
頭 に位置 しないか ら,incipitを有 さない)。
B3、OliOBb3BEnErtOqHHAOyqEHxKblCBOAMPEqE・
IAKO>KETblMAO亜HOCbnABbMMPb.[そ の時,イ エス
は 目を おのれの弟子た ちに 『[向けて見]あ げ,そ して言われた。「父 よ,
あなた がわた しを この世に遣わ された よ うに,]
細部に異同が ある とはい え,こ の文はOstrのそれ とほ とん ど同一内容 と言
って よく㌧ したが って,Ostr同様 コンテ クス ト上 の齪酷を生 じてい る。お
そ ら くは,こ のpericopeにおいては,J17.1の次 の文をふ まえて,<目を
天 に向けて〉 とすべ きところで あ るはず であ る。
α4再1広 疏 ・(Bl)3BE丑EOqKCBOIHAHSO(PEqE・
σ可亘nPHほEqACI)・[…](Zo9)[イエスは これ らの ことを語 られ
ると,お のれの 目を 天に向け,そ して言われた。「父 よ,時 が来 ました。
……]
読 めばただちにわか る明確な誤 りを含む この よ うな文が,な にゆえSavと
Ostrに保持 され てい るのであ ろ うか。 まず なに よ りも疑 問に思われ ること
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だが,こ れは単な る誤 りにす ぎな いのであろ うか。それ とも意識 的変 更な の
であ ろ うか。答えは容易に導 きだせそ うに もない。
ただ次の ことを想定 させ る。 す なわち,a叩aKocの 和本 ともい うべ きも
のが存在 し,そ こか らの伝承で はないか とい うことで ある。 このことは,前
節 の推定2)と もかかわ るが,こ うしたanpaKocの和本 の存在 を推 定すれ
ぽ・ あ る程度容認で きるのでは ない か。 あるいは,す くな くともpericope
の祖型 の存在が想定 され ると言 った方が,よ り適切 か もしれない。
16.さて,OstrのIncIの 問 題 に立 ち か え る。
Ostrにお い て ・IpcIに2種 あ るの は な ぜ か。Savま た これ よ りも時 代
の古 いAssが 証 左 と な る よ うに ,IncIa<BbOHOBP・BMA>の 方 が,
IncIb<Bl)BP'BMAOHO》よ りも古 い 言 い まわ しで あ る とい うこ とは 言
え よ う。 す る と,IncIbは 新 しい言 い まわ し とい うこ とに な る。 t
また・Ostrに おい てttIncIaが本 文 の最 前 部 と最 後部 に集 中 して い る の
は なぜ な のか 。
Karinskij22)は,Ostrの第2葉 一 策24葉(Ostriとす る)と 第25葉一 第294
葉(Ostr2とす る)が,別 々のcopyistによ る も ので あ る こ とを 証 明 した 。
そ して ・Fortunatov23)は,OstriがOstr2に比 して ,多 くの 点 で い ち じる
し くか けは なれ てお り,個 々 の点 で は よ りロ シ ア化 され て い る こ とを 明 らか
に した 。 さ らに こ の こ とを ふ まえ て,OstriとOstr2が ,こ とな る原 本 に
依 拠 す る と主 張 す る。 そ の上,Fortunatovは,前者 を さ らに2-16,17-24
の2部 分 に 分 け,そ こに こ とな るcepyistの存在 を 考 え て い る よ うで あ る 。
筆者 が フ ァ ク シ ミ リ版 を 見 た か ぎ り,Karinskijの結 論 は な ん な く認 あ る
こ とが で き る。copyistとしての 腕 前 はOstriの方 が 、Ostr2を筆 写 した も
の よ りも上 で あ り,書 体 もと との っ て い て美 しい 。 前 者 のcopyistと後者 の
copyistの書 体 中,ご とに 《3>と<y>の 書 き方 が 顕 著 に こ とな り,概 し
てOstr2のcopyistはラ フな 手 の もちぬ しで あ る。 た だ し,Ostr1の内2-
16,17-24の手 の差 違 は,筆 者 の力 で は識 別 しが た い 。、またFOrtunatOvが
主 張 す る ご と く,OstriとOstr2の 原 本 が別 々で あ る とい うこ とに 対 して
も,筆 者 には 反 論 も賛成 もな ん ら しか ね る とい わ ね ば な らな い 。
Durnovo24)は3aroaoBKuの部 分 を ,上 記Ostr1・Ostr2と別 に考 え る
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ぺ きだ と して い る(Ostr3とす る)。VanWijk2s)はKaneHAapb・nocne・
cnOBHeにも東 ス ラ ヴ語 的 要 素 の 目立 つ こ とを指 摘 して い るか ら,Ostr3に
これ ら2つ も加 え て よい と思 わ れ る。
上 述 した 点 を ふ まえ て,IncIa(総 数18)が 出現 す る度 数 を そ れ らの部 分
に あて は め て み る と次 の よ うに な る。
Ostri:8
0str2:3
0str3:7
わ れわ れ は,IncIaをIncIbよ りも古 い も の と上 で考 え た わ け だ が,
上表 の数 が 示 す通 り,ロ シ ア化 のい ち じる しい 部 分 に む し ろIncIaが きわ
だ って存 在 して い る とい う点 は,興 味 ぶ か い とい わ な けれ ば な らな い 。聖典
の写 本 作 製 とい う仕 事 の性 質 上,ふ つ うcopyistの勝 手 な判 断 で,テ クス ト
が 変 更 され る こ とは ほ とん どな い,と 考 え るのが 常 識 で あ ろ う。 よ っ て,こ
うした テ クス ト上 の問題 は,多 くの場 合,和 本 か らの継 承 の要 素 が 濃 厚 で あ
るは ず だ か ら,も し,Fortunatovの説 を とれ ば,Ostr1の 原 本 はIncIa
を,Ostr2の原 本 はIncIbを ほ とん どの場 合 とる もので あ った とい うこ と
に な ろ う。 しか しな が ら,も し,Ostr1もOstr2も と もに ・1つの原 本 か ら
の写 本 で あ った と す れ ぽ,上 述 の 言語 上 の差違 はcopyistの母 語 お よび,
OCSに 対 す る素 養 の程 度,ギ リシア語 の教 養 の程 度,あ るい は 当 時 の東 ス
ラ ヴない し ロ シアで の写 本 に 対 す る慣 習 等 の影 響 を 考 え ざ るを えな い 。 ま し
て,古 くcopyistは筆写 に際 して原 本 の テ クス トを 口に 出 して 唱 え,そ れ か
ら筆 写 す る とい う作 業 を お こな う習 慣 だ っ た ろ うか ら,な お さ らで あ る 。そ
うで あ れ ば,同 一原 本 中で,す で に2種 のincipitが混 在 して い た ことに な
る。 あ るい は,<B〔bOHOBP・BMA>と い う言 い まわ しはAssやSavに
み られ る よ うに,〈Bb。fi'。〉 と略 記 され て 、・た り,時vcet.《B・b・H・〉
としか記 されなか った ことが しば しばであ ったか ら,原 本 もそ の よ うな表 記
法を とっていたか もしれない。ギ リシア語和本か ら東 ブルガ リアの原本へ,
さらにOstrへの書写 の段階を考 えてみて も,ど の段階 でな された とは,む
ろん言 うことはで きないが,こ の よ うな略記法 に よる表現 のその読み と りの
際に,な ん らかの作為が な された可能性 もあ るか もしれ な いる しか しなが
ら,い ず れにせ よ,OstrにおいてIncIaが,ロ シア化 の強 い部分 に集 中
的に存在す る とい う事実は,注 目に値 す るのではなか ろ うか。
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1711ncIa<BbOHOBPおMA>は,ギ リシ ア語IncI<τφrcαePφ9rce9?W>
の訳 で あ る。 しか も,こ の訳 はOCSの シ ン タ クス に則 して,こ の 句全 体 を
翻 訳 した もので あ ろ う。 す なわ ち,前 置 詞 を と もな っ た名 詞 聞 に お い て,
<OHb>がattributeとして の 役 割 を 有 す る と き,ふ つ う関 係 す る名詞 の前
に立 つ 傾 向 が 強 い よ う に 思 わ れ る(viz:OBOHbflOAb;HAOHる
flonb;BbOHH双bHH)。 そ して,こ れ す な わ ちIncIaが キ ュ リロス
=メ トデ ィオ スに よっ て制 定 され たOCSの 最 初 期 で の 定 訳 で あ った の で
は な か ろ うか 。
これ に対 し,IncIbは ギ リシ ア語 に 語 順 を 合 わ せ た,・い わ ば さか し らの
訳語 で は な い か と考 え る。 したが っ て,本 来 のIncIaの あ る種 の改 窟 と し
て生 じた新 しい 形,あ しきhellenism形と もい うべ き もので は ない か 。 こ
れが,原 本 にす で に 存 在 してい た の か,あ るい はOstr2のcopyistの意 識
的 改 変 か は,留 保 せ ざ るを え な い が,Ostrの 非 ロシ ア化 部 分 に きわ だ っ て
出現 す る・こ とは,な に ご とか へ の 関連 性 をや は り疑 わ せ る の で あ る。
18.OStrのincipitにつ き,上 述 の さ まざ ま な タ イ プの ほ か に も うひ とつ,
incipitとして用 い られ て い る と考 え られ る特 殊 な句 が 存 在 す る。 す な わ ち
<Bb21bHHOHbl>と い う句 で あ る。 通 常,こ の 句 ば 〈SvταicoilittEpαtc
Srcεlvat9>の訳 語<BbOHblAbHH>の 形 で用 い られ,史 書 類 か ら の抜 葦
の 際 にincipit'として使 用 され るが,福 音書 か らの そ れ に は ふ つ .う用 い られ
な い 。 と こ ろが,同 句 がOstrに は で て くるの で あ る。 例 え ば249vに は 次
の よ うに あ る9
Bl)AbHVaOHbl・X3M,[tEnOBEnSHMEOTI)KECAPAAy・
・rOCTA・HAI'll・1CATMβbCiyiBbCEnEH品}茄[その 頃 ,[ロ ー
マ 帝 国 の]す べ て の住 民 を登 記 すべ き命 令 が,皇 帝 ア ウ グ ス トゥス か ら
出 た 。]
同 一 の文 がAssに もあ り,そ こで はIncIaを と っ てい る。
§
B1)OHOH31AE3AnOB方OTI)KECAPB'ABrOCTA・HAnl・
[sic]
CATIBCMBbCE、 肥HMIiK:〔そ の時,[以 下 同上]]
問 題 とす る文 は ・L2.1で あ るが,Zo9に は こ うあ る。
BblCTb>KEBb双bHXTbl・{3HAEnOBBJIBHvaE'`OT'1)
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19へ 　
KECAPAABI)rOyCTA・HAn}4CATHBbCぷBbCE刀.EHぷliK・
これ は 次 の ギ リ シア語 テ クス トの正 確 なOCS訳 とい って よい 。
'Eγivετoδ9SvτtvEgラμ6ραzg礒κεんα'9礒ξ号λθεレδ6γPtαπ ρ～ピKαtaαρogAb・
γoilaroodiπoγρdiepεaOαeπδσ伽 τ加{Woぴμ釦ηレ.[さて そ の頃,[ロ ー マ帝 国
の⊃ す べ て の住 民 を 登 記 す べ き命 令 が,皇 帝 ア ウ グス トゥスか ら 出た 。]
Zogの 文 中 に くB'b双bHHTbl[そ の 頃]》 とあ る こ と に 注 意 され た い 。
Ostrは,お そ ら くこの 句 を 意識 して い るに 違 い な い。
Ostrにお い ては,<Bl)丑bHI40Hl・1》がincipitとして,216b・249v・
2599・296b・269vの5箇所 に あ らわ れ る。 この うち269bは 上 述 の β)の部
分 に あ らわ れ,し か も216bと 同文 のL1.39のincipitと して 用 い られ て
お り,す ぐあ とに つ づ く269vは,あ た か も この269bに 誘 発 され た か の よ
うで あ る。
な お,Ostrで は,《BbOHblAbHX>で は な く,5箇 所 す べ てに お い
て<BbAbHMOHbl》.の 語 順 でで て くる の は,そ の 出現 箇 所 がOstr2内
で あ るか ら,IncIb《Bl)BP'BMAOHO>へ の類 推 が 働 い てい る ので は な
い か と想像 され る。
19.福音 書 か らの抜 葦 の際,コ ン テ クス トに則 して 多 少 の 変 更 を 加 え て 引 用
抜 華 され る こ とはanpaKocの 常 とは い え,次 の よ うな 変 更 は い か が な もの
で あ ろ うか 。
Ostr274gにこ うあ る。
B1)BP'BM'AOHO・nPMCTEiinnb皿EKI)MICYCOyOygE-
HHqVaErOP'BILLIAK∋MOyr百HAOyqHHI)IMOrmTMCA・
IAKO>KEldOAHI)HAOyqVaOyqEHI・IK1)ICBOIA[その 時,イ エ
ス の も とに歩 み 寄 っ た 彼 の 弟 子 た ち が,彼 に言 った。 「主 よ,ヨ ハ ネが
お の れ の 弟 子 た ちに 教 え た よ うに,わ た した ち に も祈 る こ とを教 え て く
だ さい 。」]
この 文 の 主 要 部 はL11.1で あ って,ギ リシア語 の テ クス トは次 の よ うで あ
る。
Kα21rSv・τ・'S・t・Pε～va・αbrb・S・τ6nw・viπP・aSVX6Pt・v・v,thgSπα6σατ・・
ε1πξvτtgτδリμαθηrdivabroθπρbgαbT6P●κ6ρtε,δtδαξop6Ptagπρoσε6・
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xcaθαe,rcαθthgrcαi'ltodvvrpgS6tδαξεvτobgpαθηr&gαbπoO.[また,あ る
場 所 で[イ エ スが]祈 って お られ た 時 の こ と,そ れ が終 った 時,弟 子 の
ひ と りが 彼 に 言 った 。 「主 よ,ヨ ハ ネが お のれ の弟 子 た ち に教 えた よ う
に,わ た した ち に も祈 る ことを教 え て くだ さい 。]
す な わ ち,ギ リシ ア語 テ クス トで は く弟 子 の ひ と りが 言 った 〉 と単数 で あ る
の に対 し,Ostrでは く弟 子 た ちが 言 った 〉 と複数 な ので あ る。 このOstrの
文 に 該 当 す る部 分 が,Assに もSavに も存 在 しな い か ら,他 のa叩aKoc
で どの よ うで あ った のか ぽ わ か らな い。 またZogは ギ リシ ア語 テ クス トに
忠 実 な訳 で あ り,か つ ギ リシ ア語 テ クス ト同様 に単 数 形 で あ る。今 日も っ と
も豊 富 なapParatuscriticusをのせ る と評 され るKurtAlandのSynopsis
QuattuorEvangeliorum,13.revidierteAuflage.を見 て も,Ostrの よ う
なvariantは見 あた らな い。
想 像 す るに,〈 わ た した ちに も 祈 る ことを 教 え て くだ さい 〉 とい うこ とば
に ひ かれ て,incipit以下 が く弟 子 た ちが 言 った 〉 と意 識 的 に変 改 され た の
で あ ろ うか 。 しか しな が ら,anpaKocと は い て,聖 句 を この よ うに改 変 す
る こ とは 信 じが た い 。 古代 の教 父 に よる聖 句 の 引 用 な ども,必 要 部 分 だ け が
記 憶 に よ り,時 に は臨 機応 変 にお こな われ た こ とが 知 られ て い るが,a叩a・
Kocも 同 じ よ うな 傾 向を 有 す るの で あ ろ うか。
20.以上,Ostrに あ らわ れ るinscipitにつ き,そ の種類 と特 徴 お よび ,そ
れ らに 付 随 す る事 柄 に つ き言 及 した 。 と りわ け,
1)Ostrに お け るIncIaお よびIncIbは,ロ シ ア化 の程 度 の 強 い 部
分 で あ るOstri・Ostr3および 非 ロシ ア化 部 分 で あ るOstr2とに,そ
れ ぞ れ 密 接 な関 連 性 を有す る ので は な い か。
2)IncIaが 古 形 で あ り定 訳 形 で あ って,IncIbは ギ リシア語 の語順 の
な ぞ りに よる新 しい改 変 形 で は な い か。
3)anpaKocに は 各pericopeごとに,一 定 のincipitを付 加 す る とい
う伝 承 が 確 立 して いた ので は な い か。 あ るい はanpaKocの 和 本 と も
い うべ き もの これ は,お そ ら くビザ ン テ ィウ ムの ギ リシア語 テ ク
ス トのか な り正 確 な翻 訳 と考 え られ るが 一 が存 在 し,そ こで採 用 さ
れ た 形 が伝 承 と し て守 られ て い た ので は な いか。
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の諸点を述べた。
東ス ラヴあ る い は ロシア お よび 東 ブルガ リア に お い て,Ostr以降の
anpaκocがどの よ うにincipitを用 いてい るか,ぜ ひOstr,と比較 しなけ
ればな らないが,こ の問題 については他 日を期 したい。
それにつけて も,rusizinとは いったい いかな る概 念に対す る術語 なので
あ ろ うか。 われわれはrusizmなる術 語を,あ らたに規定 しなおすぺ き時に
来てい るので はないか と考 え るのであ る。
注
1)Vostokovによれば8ヴ ェルシ ョーク×7ヴ ェルシ ョーク弱であ る(Vostokov
刊本 くnpeAHcaoBie>1)。1ヴェルショークは4.45cmである。
2)Vostokovによる(同上II)。この書 き込み,こ とに くcoΦ柚cKoe>の語はOstr
が・かつて ノヴゴロ ドの聖 ソフ ィア寺院 の所蔵であ った ことを示す。
3)ギ リシア語聖書写本,OCSグ ラゴル文字写本等,今 日.と書 き方が ことなる。キ
リル文字文献中でも,「Ostrなどとことな る書 き方をする写本が発見 されてい る。
なお,書 法や以下の内界のつけ方 響,ほ とん どギ リシア語聖書写本作製の伝統に
の っとっている。
4)第4節 後半を見 よ。
5)以 下,引 用文に付 した訳は ㏄ §・ギ リシア語 をとわず,筆 者の私訳に よる。
6)引 用文中,《動 は く陀 〉をあ らわ してい るとみなせ るので,あ えて ぐ 》の符
号を残 しておいた。(以下,引用に際 しては各写本において,母 音字上の諸符号は
印刷の関係上省 く。正 し くは各 自原本に もどってみ られたい。)なお く§〉字は原
本において消えていてほとん ど判読不可能。
7)以 下Ostrからの引用の際,葉 を示す数字の後 のa・bは それ ぞ れ譲葉recto
の第1欄 と第2欄 を,v・9は 同 じ くversoの第1欄 と第2欄 を示す こととする。
8)[sic]とした くB>KHK)〉の上には省略符 が存在 したはずだが,こ れ も原本にお
、 いて消えている。
9)KaramzinがPteTopiffrecyAapcTBaPocciticKaroのT.IIに対す る注中に,
このnoc汲ec⑳BHeを引用 し,Ostromirにつ いて も言及してい る(1818,T.2,
注中pp.66-67(筆者未見)。た だしEjnerling版(Crl6.1842)のリプ リン ト版
(1988,M.<KHura>)にも同様 の注がある。)
10)BBe/1eHHeBHcTopHropyccKorofi3blKa,M.1969,P.52.
11)上掲引用文b)の 《10月刎[日]か ら書 き初 め……5月12[臼]に[書 き]終 え
た〉 とい う字 句は,文 法的にはGrigorijが主語 であるが,彼 が担 当した部分を
この期間に書 き上げたのか,Ostr全体が この期間に書 き上が ったのかはにわか
に定めがたい。 よって今は年についてだけ限定 してお く。
12)この問題 の詳細,お よびOstr全体に関する諸問題 については次を参照せ よ:
L.P.Zukovskaja,3HageHHeHflepclleKTIIB51u3yqeHHHOcTpoMlipoBaeBaHre・
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nHfi(BcBfi3HcAeBnrncoTaeTHeMnaMaTHuKa),XccneAoBaHHAnoneKcHKo・
norHnHrpaMMaTHKepyccKoro.A3ElKa・M・1961・
13)以 下,Mt(マ タイ伝);Mr(マ ル コ伝);L( .ルイ カ伝);」(ヨ ハ ネ伝)の 略
号を 用 い る。 な おL24.12は 従 来Nestle版本文 には 採 られ てい なか らた が,た
とえば 新版 のNestle'Aland,NovumTestamentum「Graece,Stuttgartの26.
Auflage'(1987)では 本文 中 に 採 用 され て い る。 以下 では 聖書 か らの ギ リシア語
テ クス トの 引用 は後 者 に ま る こと とす る。 ち なみ にL24.12の 該 当部 は 次の よ
うであ る:'O硅nSrρogあ αστ如 ξδPαPtεvSrt2τbμ卿με20レ[…].
14)テ クス トは 次 の ものに よ る:QuatttiorevangeliorumcodexGlagoliticUs
olimZographensisnuncPetropolitanus[…コediditV.Jagi6,Berolini
1879.[rep.:Graz1954.]また 次 を 参 照:LMoszyfiski,Zestudi6wnad
rekopisemKodeksuZografskiego,-Wroclaw・Warszawa・Krak6w1961.ソ
15).テ ク ス トは 次 の も の に よ る:V.S6epkin,CaBBMHaKHHra[…],Cn6.1903.
[rep.:Graz1959.]
16)Slo「レnikjazyka;tarostovenst6ho,'1(Praha1966),P.LXII《Fontes>・を 見
よ 。 な おSlovnikは 以 下SJSと 略 記 す る 』。'
吟`「'"百
17).Savに お い て は 多 く の 場 合 《BbOHO>の よ う に 略 記 さ れ る 。 参 考 ま で に 各
・incipit』ご と に あ らわ れ る 箇 所 を ま と め て 示 し て お .く。'な お 数 字 は 慣 習 に 反 し て
便 宜 上Graz刊 本 の ペ ー ジ を 示 す 。
IncIa:2,5,5,11,14,15,15,16,17,17,18,20,21,21,22、.23,24,26,26,
27,29,32,35,36,37,38,39,40,41,45,46,.47,51,59,.60,61,.62,63,64,
65,66,67,68,71,74,80,89,101,104,105,108,111,.112,114,117,118,
,,.118,120,..1.20,120,123,.1Z6,126,128,12p,12g!、129,'130,.133,,138,140,
141,144,145,.145,146,147,149.
IncIla:1,3,4,4,4,5,10,41,50,51,
,63,76,89,125r127,129,130.・
Inc皿[:30,80.
IncVi'8,9,10,12,13,18,19,31,42,48,48,54,55,57,58,119,121,121,
121,12i,122,125,129,129.150.
IncVI:25,28,33,34,40,43,44,49,50,52,126,126;140,'148.
18)テ ク ス トは 次 の も の に よ る:」.Vajs-J.Kurz,EvangeliariurriAssemani.
T・mu・II・EdiditJ・K・rz・.P・agae1955・まk-一一部 次 の もの も参照 した:A・e・
..MaHlleBeeBaHrenae;thallccHMHnHoH3丑aHHe,COrpllfl1981.
19)-SJS,ibd.'.'
百
20)Assで は<BbOHO>・ の み な ら ず,<Bb .O>な ど の 略 記 も み ら わ る 。 多 く は§
<BbOHO>で あ る6参 考 の た め 各incipitご と に あ る わ れ る 箇 所 を 示 し て お く 。
Inc・Ia:2d,4a,5a,5d,6b,』7d,10d,11c,12b,14b,15d,18d,21d,24b,26a,
26c,28a,30b,30c,30d,35b,37ai37c,38a,38b,38d,39b,40a,40c,41b,
41c-d,42c,43a,43c,45a,45b,46a,47a',48b,49a,50b,51a,52b,52C,52d,
'54b
,56b,57a,57b,58b,58d,'59c,60c,63a,63c,64b,65b,'66b,74c,75b,
75b,75c,76b,77a,77b,78b,.78c,79c,82d,87a,99d,101c,IOIC,・103c,
141
23
103c,104c,104c,105c,106b,106c,106d,112d,113b,114c,115c,116b,
117a,117a,119a,121a,121b,122a,123b,125b,126a,127a,127a,127b,
127b,127b,128b,129b,131b,132b,132b,135b,136b,139b,139b,140a,
、.140b,.141b,142b,144b,145a,146a,146b,149b,150b,151b,152b,153b,
153b,153b,155a,155a,156a,156b,157b,158a,158a,158b,158b.
IncIla:8b,14a,29a,29c,30b,30b,30c,30c,34a,67c,69a,118b,120b,
121b,122a,122b,122b,124b,124b,126a,127a,127b,128b,128b,129b,
141a,141b,146a,146b.、,...、
IncIlc:4gC,87b,92b,151a.
IncIId:'60b,84c.
InClIII:'8d,9b,「12d,13b,`13d,15a,17b,17d,20d,22c,23a,23c,27b,115a.
IncIV:「 9d,13a,18b.
IncV:21bl32d,33c,34d,35c,36a,39c,'40c,51d,55a,55d,61b,64d,65c,
71b,71d,73a,73c,76c,114a,116d,116d,116d,「117a,120a,122b,123a,
124a,、125a,126a,127b,152a..
lncVI:44b,46b,47c,53c,60a,61d,62b,66d,67b,・68a,69d,121a,122a,
、135b,143b.
21)キ ュ リ ロ ス=』 メ トデ ィ オ ス が 制 定 し たOCSに お い てOCSテ ク ス トが 単 に ギ
リ シ ア 語 テ ク ス トの 機 械 的 翻 訳 で は な く,OCSの 自 律 性 に よ く即 し て い る と 評
さ れ る が,.こ の 点 は 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
22)N.M.Karinskij,nHcbMoOcTpoM即oBaEBaHreaHfi.(HaneorpatpuxecKrk
ワ
OgepK).C60pHHKPoc戚 ¢K磁ny6anqHoti6・Ku.Hr.1920.(筆 者 未 見 。Zukov・
skaja,ibd.によ る 。)
23)艮 ・F.Fortunatov,CocTaBsOcTpoMHpoBaeBaHreai9.C60pHHKcTaTeA,
nocBfillleHHhlxB.H.naMaHcKoMy,II,..Cn6.1908.
24)注10)を 見 よ 。
25)N.vanWijk,GeschichtederaltkirchenslavischenSprache,1.Bd,Laut・
undFOrmenlehre,Berlin・Leipzig1931.
1.
2.
3.
4.
5.
参 考'文 献(注 にのせたものは再掲 しない)ザ ヤ
[V.N.S6epkin-A.A.Saxmatov,]Oco6eHHocTHfl3blKaOcTpoMHpoBaEBa・
Hre刀輌fl.1'paMMaTMKacTapoc澗aBflHcKarofl3blKaA.JleckvaHa,ML.1890.
M.Kozlovskij,M3cn'bAoBaHieofi3blKi)OcTpoMnpoBaEBaHreflifi.H3cぬA・
oBaHifinopyccKoMyfl3blKy,T.1,Cn6.1885.ぎ
PublienajabibliotekaimeniM.E.Saltykova-Seedrina,TpyAbiV(8),
900-aeTHeOcTpoMupoBaeBaHrenH兄.JI.1958.ソ
L.P.Zukovskaja,K)pbeBcKoeeBaHrenHeBKpyrypoAcTBeHHblxnaMHTHH・
KoB.ルlcc刀eAoBaHnfivacToqHHKoBnollcTopHMpYccKorofi3blKaHfiHcbMeH・
HOCTH,M.1966.ピ
L.V.Cerepnin,PyccKa只na∬eorpaΦH只,M[.1959.
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6.
7.
N.N.Rozov,OcTpoM厳po80EBaHre汲HeA餌a杖oc1056-1057ro双oB-cTape蕗・
皿田 蕗naM兄THHκC3RaB兄HCKo貢nucbMeHHOCTn.HHCKyCCTBaKHHrH刀lpeBHe首
PycH.OcTpoM旺poBoeBaHrealle1056・-1057,JI.・M.1988。
N.N.Lisovoj,OcTpoMmpOBOEBaHrenHeKaK、Hc↑opllqecKntiilcToqHHK.ibid.
[補説]
GrigorijのllocnecnoBHe中のい くつ か の語 形 に つ き 一一貢 し てお く。294g・1.3
?,。
<HArHCAX'bEYJIHEE>の くE》を,<cE>と 読 みな お して引 用 す る場 合 が ま
まみ られ る。(例 え ばR.Trautmann,AltrussischesLesebuch,2.,verbesserte
AuflagebearbeitetvonP.Rehder,Wiesbaden1968,P.4)おそ ら く教 育的 配 慮
ト
か らの改 変 と思 われ るが,改 悪 で は ないか 。 た しかに くEyJIMECE>とい う表 現 が
294bに2度,294vに 、1度,計3度 で て くる。 また人 称 代 名詞 中 性 形r単 数 くK∋〉
が この よ うに 指示 詞 的に 用 い られ る こ とは まず な い とい って よいが,理 論 的に は 可
能 な誤 用 であ ろ う(SJSt.1,p.699参照)。 なぜ な らばOCSの 形 容 詞長 語 尾 形 は 名
詞 的 な短 語 尾形 に人 称代 名詞*Mの 諸 形 が接 合 して成 立 したわ け であ り,こ の 長 語
尾形 には 指 示性 ともい うぺ き もの が意 味 上付 加 され る か らで あ る。(木 村彰 一 『古代
教会 ス ラブ語』 白水社,1985,p.85参照)。 や は りF.BuslaevのPyCcKafixpecTo・
MaiA,M.1go9,p.2のよ うに そ の ま ま本文 として のせ,注 に く代 名詞*Mの 中 性 ・
単数 ・対格 〉・と しるす方 が よい と考 え る。
294v・1.11-12<,L(AVaEMLOyrbBbBJIHHECT三blXち・EBAHrJIvaCT'b・
　 　 ピ
こ…]〉 の くrb6b>は,呼 格 の かわ りの主 格 と と る ぺ き で あ ろ う(P.JA.Cer・
nyx,VacTopngecKaHrpaMMaTHKapYccKorofl3blKa,M.1954,p.162参照)。 また
くAAH>はGAIATH》 の2人 称 ・単数 ・命 令 形 で あ るか ら,し た が って,<神[な
る]主 よ,彼 に聖 な る福 音 書 記 者た ち の祝 福 を 与 え よ〉 とな ろ う。
294g・1.12のくCT'blAfiJll》》申,<・51>は くb>と く1>にわ かれ,ぐb>は いわ
ゆ るtensejerであ って,こ のtitloを正 確 に開 くとすれ ば くCBAT'blM>とす ぺ
き とこ ろで あ ろ う。<CTbl>の略 記 でそ の よ うに よむぺ き箇所 はOstrで 頻 出 す る 。
GrigorijのnocaecnoBlleには<-Tb>を 欠 く現 在3人 称 形(294g・1.4<HA-
nHlllE>)が出て きた り,ま た 前置 詞 な しで場所 を あ らわ す 所格 の用 法 が あ らわ れ
た りし(294v・1.5《KblEBB>;伺il.7-8<HOBおrOPOib>),きわ め て興 味 ぶ
か いが,こ れ らは 周知 の こ とが らであ る。 ただ し,こ れ らはOstrの 写 本 と しての
性 格 を 考 え る上 で,種 々の 関連 性 に おい て 重要 な意 味 を有 す るが,'それ だ けに 内 包
す る問 題 も大 きい 。 以上,蛇 足 なが ら補 記 して お く。
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